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☆知的財産研修会（職務発明規程の変更並びに
　一括払い方式の導入及び遡及適用の実務） … ⑾☆地域における観光と知的財産の関連性（40） … ⑴

第５章　地域における事例
37．兵庫県豊岡市（とよおかし）（商標権）

兵庫県は南北に長い県域を持ち、近畿地方の府
県で最大の面積を持っている。日本海と瀬戸内海
の２つの海に接している県でもある。日本で２つ
の海に接している県は、青森県、山口県と兵庫県
の３県のみである。

本州を陸路で縦断するときは兵庫県を必ず通過

しなければならないという交通の要諦である。ま
た、県中央部には中国山地が東西に横たわり、交
通の難所でもある。そして、日本標準時子午線（東
経135度）を通る明石市を擁している。

江戸時代には、「摂津国」に尼崎藩・三田藩、「丹
波国」に篠山藩・柏原藩、「但馬国」に出石藩・豊
岡藩、「播磨国」に姫路藩・林田藩・明石藩・龍野
藩・赤穂藩・三日月藩・小野藩・三草藩・安志藩・

地域における観光と知的財産の関連性（40）
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山崎藩、「淡路国」に阿波藩（阿波徳島藩）など多
くの藩が存在した。このように、兵庫県は「７つ
の県境、６つの方言、５つの旧国、４つの新幹線
駅、３つの空港、２つの海を持つ、１つの県」と
いう多様性を内包した県である。

今回は但馬国にあった「豊岡市」を中心に考察
する。豊岡市は、2005（平成17）年４月１日、兵
庫県の北東部に位置する１市５町（豊岡市、城崎
町、竹野町、日高町、出石町、但東町）が合併し
て成立した。

この市は、兵庫県の北部（但馬地域）に位置す
る市で、豊岡都市圏を形成する県北部の中心都市
であり、兵庫県で最も面積が大きい市でもある。
日本で最後の野生コウノトリの生息地として知ら
れ、保護・繁殖・共生の事業が行われている。

（１）地理１

市の中央部を円山川が流れ、市内中央部には
但馬最大の盆地である豊岡盆地が広がる。海岸
は山陰海岸国立公園に属しており、また全域が

「山陰海岸ジオパーク」に含まれる。
市域の約８割を森林が占めており、北は日本

海、東は京都府に接し、中央部には母なる川・
円山川が悠々と流れている。

海岸部は山陰海岸国立公園、山岳部は氷ノ山
後山那岐山国定公園に指定され、多彩な四季を
織りなす自然環境に恵まれている。

2005（平成17）年９月、国指定の特別天然記
念物・コウノトリが自然放鳥され、人里で野生
復帰を目指す世界的にも例がない壮大な取組み
が始まった。

産業は、農林水産業、観光業などが盛んであ
る。特に観光業では、全国的に有名な城崎温泉
をはじめ、西日本屈指の神鍋スキー場、但馬の
小京都・出石城下町などを有し、年間の観光客
は420万人以上にのぼっている。また、地場産
業としては、全国の４大産地の一つである「か
ばん」や「出石焼」などで有名である。

人口は82,250人、世帯数は30,189世帯（平成27
年国勢調査）、面積697.55平方キロメートルの地
域である。

図１：豊岡市

（２）歴史２

「豊岡盆地」は、人類の歴史が始まったころ
に干陸化し平地になったといわれている。海抜
５メートル以上の盆地周辺からは貝塚や縄文遺
跡などが数多く発見されており、旧石器時代に
人々が住み着いていたことが推測される。

1913（大正２）年に発見された「中谷貝塚」
からは縄文時代の人々の重要なタンパク源だっ
た貝類をたくさん摂取していたことが判明した。
また、生活用具である土器、石器が多数出土さ
れいる。

この地には、大化の改新の頃の「条里制跡」
が残っている。741（天平13）年、聖武天皇に
より国分寺の建立の詔が出された。但馬国分寺、
国分尼寺は気多郡（豊岡市日高町）に建立され
た。804（延暦23）年、但馬国府が気多郡高田
郷（豊岡市日高町）に遷された。

10世紀初頭に編纂された『延喜式』によると、
豊岡市を含む「但馬地域」は当時の都である京
都に近接しているという地理的関係である「近
国」と規定されている。また、国の大きさや重
要性などから、社会、行政的な関係を示す「上
国」に編入されていた。

南北朝時代は、山名時氏が但馬国を掌握し、
城之崎（豊岡市）および出石（豊岡市出石町）
に拠点を置いた。室町時代は、山名持豊（宗全）
により但馬（城崎郡）を中心にして中国地方で
栄え、山名氏が最盛期を迎えた。戦国時代は、
守護代垣屋氏の勢力が強まり山名氏が衰えた。
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